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北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
有
害
活
動

一　
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉ら

致
容
疑
事
案

（
一
）
概
要

　

平
成
一
四
年
九
月
に
行
わ
れ
た
日
朝
首
脳
会
談

で
、
金キ

ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
が
日
本
人
拉
致
問
題
に

つ
い
て
、「
特
殊
機
関
の
一
部
の
盲
動
主
義
者
ら
が
、

英
雄
主
義
に
走
っ
て
か
か
る
行
為
を
行
っ
て
き
た
と

考
え
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
、
謝
罪
し
、
同

年
一
〇
月
に
は
北
朝
鮮
か
ら
生
存
と
伝
え
ら
れ
た
五

人
の
拉
致
被
害
者
が
帰
国
し
ま
し
た
。そ
の
後
、一
六

年
五
月
と
七
月
に
は
、
こ
れ
ら
拉
致
被
害
者
家
族
の

帰
国
・
来
日
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
現
時
点
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑

事
案
は
一
〇
件
発
生
し
、
一
五
人
が
拉
致
さ
れ
た
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
拉
致
の
目
的

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
諸
情
報
を
総
合
し
ま
す
と
、
北
朝
鮮
工
作
員

が
日
本
人
の
ご
と
く
振
る
舞
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
教
育
を
行
わ
せ
る
こ
と
や
、
北
朝
鮮
工
作
員
が
日

本
に
潜
入
し
て
、
拉
致
し
た
者
に
な
り
す
ま
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
主
要
な

目
的
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
金
正
日
国
防
委

員
長
は
、
日
朝
首
脳
会
談
の
席
上
、
日
本
人
拉
致
の

目
的
に
つ
い
て
、「
一
つ
目
は
特
殊
機
関
で
日
本
語
の

学
習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
つ
目
は
他
人

の
身
分
を
利
用
し
て
南
（
韓
国
）
に
入
る
た
め
で
あ

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
よ
ど
号
」
犯
人
の
元
妻
は
、
金キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン

日
成
主

席
か
ら
「
革
命
の
た
め
に
は
、
日
本
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
す
党
を
創
建
せ
よ
。
党
の
創
建
に
は
、
革

命
の
中
核
と
な
る
日
本
人
を
発
掘
、
獲
得
、
育
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
教
示
を
受
け
た
田
宮
高

麿
か
ら
日
本
人
獲
得
を
指
示
さ
れ
た
旨
証
言
し
て
お

り
、
日
本
人
拉
致
の
背
景
に
は
、
金
日
成
主
義
に
基

づ
く
日
本
革
命
を
行
う
た
め
の
人
材
獲
得
と
い
う
目

的
も
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
三
）
小
泉
首
相
再
訪
朝
後
の
日
朝
の
動
向

　

小
泉
首
相
の
一
六
年
五
月
二
二
日
の
再
訪
朝
に

よ
り
、
同
日
、
拉
致
被
害
者
の
地
村
夫
妻
、
蓮
池
夫

妻
の
家
族
五
人
が
帰
国
し
、
安
否
不
明
の
拉
致
被
害

者
に
つ
い
て
は
、
金
正
日
国
防
委
員
長
が
、「
白
紙

の
状
態
で
再
調
査
す
る
」
と
言
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
七
月
に
は
、
曽
我
ひ
と
み
さ
ん
の
家
族
も
帰
国
・

来
日
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
月
一
一
日
、
一
二
日

１ 

北
朝
鮮
に
よ
る

　

 

テ
ロ
等
の
脅
威
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に
北
京
で
行
わ
れ
た
日
朝
実
務
者
協
議
で
は
、
北
朝

鮮
側
は
、
安
否
不
明
者
の
「
再
調
査
」
の
現
状
に
つ

い
て
、
六
月
に
「
調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
、
現
在

調
査
を
進
め
て
い
る
旨
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
説
明
に
と
ど
ま
り
、
個
人
に

つ
い
て
の
個
別
具
体
的
な
情
報
の
提
供
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
よ
り
、
一
五
〇

項
目
の
質
問
を
投
げ
掛
け
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、

早
急
に
結
果
を
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
旨
を
強
調

し
ま
し
た
。

　

九
月
二
五
日
、
二
六
日
の
両
日
、
北
京
で
行
わ
れ

た
第
二
回
日
朝
実
務
者
協
議
で
は
、北
朝
鮮
側
は
、前

回
の
八
月
の
会
合
以
降
、
北
朝
鮮
側
が
行
っ
た
「
再

調
査
」
に
つ
い
て
、
途
中
経
過
を
説
明
し
ま
し
た
。

安
否
不
明
の
拉
致
被
害
者
の
う
ち
、
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
、
石
岡
亨
さ
ん
、
有
本
恵
子
さ
ん
の
三
人
に
つ
い

て
、「
死
亡
」と
い
う
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、

死
亡
時
の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
目
立
っ
た
進
展
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
方
、
欧
州
経
由
で
の
有
本
恵
子
さ
ん
の
拉
致

に
関
し
逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
い
る
「
よ
ど
号
」
犯

人
に
つ
い
て
は
拉
致
へ
の
関
与
を
否
定
し
ま
し
た
。

　

第
三
回
日
朝
実
務
者
協
議
は
、
局
長
級
に
格
上
げ

さ
れ
、
開
催
場
所
を
平

ピ
ョ
ン
ヤ
ン壌
に
移
し
て
一
一
月
九
日
か

ら
一
四
日
ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
政

府
代
表
団
に
は
警
察
庁
等
の
職
員
が
新
た
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

協
議
に
お
い
て
は
、
北
朝
鮮
側
よ
り
、
従
来
と
同

様
、
八
人
は
死
亡
し
、
二
人
は
入
境
の
確
認
が
取
れ

な
い
と
す
る
「
再
調
査
」
結
果
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
日
本
政
府
代
表
団
に
お
い
て
は
、「
調
査
委

員
会
」
責
任
者
か
ら
の
詳
細
な
説
明
の
聴
取
、
関
係

者
か
ら
の
聴
取
、
現
地
視
察
等
を
実
施
し
た
ほ
か
、

拉
致
被
害
者
と
関
係
を
有
す
る
と
さ
れ
る
物
品
を
入

手
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
協
議
に
お
い
て
も
、
北
朝
鮮

側
が
説
明
す
る
拉
致
被
害
者
の
「
死
亡
」
の
経
緯
自

体
が
不
自
然
で
あ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
疑
問
・
不

明
な
点
が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
警
察
で
は
、

同
協
議
の
結
果
を
受
け
、
一
一
月
一
八
日
、「
日
朝

実
務
者
協
議
に
係
る
警
察
庁
連
絡
調
整
班
」
を
設
置

し
、
警
察
の
総
合
力
を
発
揮
し
た
捜
査
を
更
に
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
協
議
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
側
よ

り
日
本
政
府
代
表
団
に
提
出
さ
れ
た
、
横
田
め
ぐ
み

さ
ん
の
「
遺
骨
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
中
か
ら
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
知
見
を
有
す
る

専
門
家
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
検
出
で
き
る
可
能
性
の
あ
る

骨
片
一
○
片
を
慎
重
に
選
定
し
、
関
係
警
察
よ
り
、

国
内
最
高
水
準
の
研
究
機
関
等
（
帝
京
大
学
及
び
科

警
研
）
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
嘱
託
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
帝
京
大
学
に
鑑
定
を
嘱
託
し
た
骨
片
五
個
中
四

個
か
ら
同
一
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、
ま
た
、
他
の
一
個
か
ら

別
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
も
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
異
な
っ
て

い
る
と
の
鑑
定
結
果
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
松
木
薫

さ
ん
の
「
遺
骨
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
北
朝
鮮
側
は
前
回
の
日
本
政
府

代
表
団
の
訪
朝
時
（
一
四
年
九
月
末
）
に
日
本
側
に

渡
し
た
骨
と
同
じ
場
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で

小泉首相が再訪朝して行われた日朝首脳会談（５月）（代表）
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あ
る
と
説
明
し
つ
つ
日
本
側
に
渡
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
当
初
よ
り
、
こ
れ
が
松
木
薫
さ
ん
の
本

人
の
「
遺
骨
」
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
念
の
た
め
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を

選
定
し
た
上
で
鑑
定
を
行
っ
た
結
果
、
関
係
警
察
よ

り
鑑
定
嘱
託
を
受
け
た
帝
京
大
学
よ
り
、
松
木
薫
さ

ん
の
も
の
と
は
異
な
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た
と
の

鑑
定
結
果
を
得
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
一
二
月
二
四
日
、
こ
れ
ら
北
朝
鮮
側
か

ら
提
示
さ
れ
た
情
報
・
物
証
の
精
査
結
果
を
と
り
ま

と
め
、
被
害
者
の
家
族
に
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

翌
二
五
日
、
北
朝
鮮
に
伝
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
精
査
結
果
に
対
し
、
北
朝
鮮
は
、
一
二
月
三

〇
日
、「
受
け
入
れ
る
こ
と
も
、
認
め
る
こ
と
も
で

き
な
い
し
、
そ
れ
を
断
固
排
撃
す
る
」
な
ど
と
主
張

す
る
と
と
も
に
、「
朝
日
政
府
接
触
に
こ
れ
以
上
意

義
を
付
与
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
」
と
述
べ
ま
し

た
。

（
四
）
拉
致
容
疑
事
案
の
捜
査
状
況

　

警
察
で
は
、
一
四
年
の
小
泉
首
相
訪
朝
以
降
、「
北

朝
鮮
に
よ
る
拉
致
で
は
な
い
か
」
と
す
る
数
多
く
の

届
出
や
相
談
を
受
理
し
た
ほ
か
、
一
六
年
一
月
及
び

九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
は
、
全
国
の
関
係
警
察

に
対
し
て
、国
外
移
送
目
的
略
取
誘
拐
等
の
罪
名
で
、

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
で
あ
る
と
す
る
告
発
が
一
斉
に

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、八
月
に
は
、脱
北
者
が
北
朝
鮮
か
ら
持
ち
出

し
た
と
さ
れ
る
写
真
の
人
物
に
つ
い
て
、
昭
和
五
一

年
に
埼
玉
県
で
失
踪
し
た
男
性
と
同
一
人
物
の
可
能

性
が
極
め
て
高
い
と
す
る
専
門
家
の
見
解
が
報
道
さ

れ
た
ほ
か
、
同
じ
く
北
朝
鮮
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
と

さ
れ
る
写
真
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
三
七
年
こ
ろ
千

葉
県
で
失
踪
し
た
女
性
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
極

め
て
高
い
と
す
る
見
解
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

背
景
に
、
拉
致
容
疑
事
案
に
対
す
る
国
民
的
関
心
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
こ
れ
ま
で
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉

致
容
疑
事
案
に
つ
い
て
は
、
原
敕た

だ
あ
き晁
さ
ん
拉
致
の
実

行
犯
で
あ
る
北
朝
鮮
工
作
員
・
辛

シ
ン
・
グ
ァ
ン
ス

光
洙
、
有
本
恵
子

さ
ん
拉
致
の
実
行
犯
で
あ
る
「
よ
ど
号
」
犯
人
・
魚

本
（
旧
姓
・
安
部
）
公
博
、
宇う

し

つ
出
津
事
件
の
主
犯
格

で
あ
る
北
朝
鮮
工
作
員
・
金キ

ム
・
セ
ホ

世
鎬
に
つ
い
て
、
既
に

逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
、
所
要
の
手
配
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
北
朝
鮮
か
ら
伝
え
ら
れ

た
拉
致
被
害
者
の
安
否
を
含
む
各
種
事
実
関
係
の
説

明
に
は
、不
十
分
な
点
や
疑
わ
し
い
点
が
あ
り
、事
実

関
係
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

内
閣
官
房
や
外
務
省
等
と
連
携
し
て
、
北
朝
鮮
に
対

し
、
更
に
詳
細
な
説
明
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
一
〇
件
一
五
人
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事
案
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
過
去
の
行
方
不
明
事
案
の
洗
い
直
し
等
、
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所
要
の
捜
査
や
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
国
内
外
の

関
係
各
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、新
た
な
情
報
の
収
集
等

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
〇
月
に
は
、
警

察
庁
に
お
い
て
、「
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑

事
案
捜
査
担
当
課
長
会
議
」
を
開
催
し
、
引
き
続
き
、

警
察
の
総
合
力
を
も
っ
て
捜
査
や
調
査
を
一
層
強
力

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
の
指
示
等
を
行
い
ま
し
た
。

二　
北
朝
鮮
工
作
船
の
活
動

　

平
成
一
一
年
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
沖
不
審
船

事
案
」
以
来
、
北
朝
鮮
工
作
船
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る

工
作
活
動
の
脅
威
を
目
に
見
え
る
形
で
我
が
国
に
強

く
印
象
付
け
ま
し
た
。

　

特
に
、
一
三
年
一
二
月
の
「
九
州
南
西
海
域
工
作

船
事
件
」
で
は
、
北
朝
鮮
工
作
船
の
重
武
装
化
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
周
辺
海
域

に
お
け
る
工
作
船
活
動
が
、
我
が
国
の
安
全
に
甚
大

な
脅
威
を
与
え
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
検
挙
し
た
事
例
や
そ
の
他
の
情
報
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、
北
朝
鮮
工
作
船
は
、
工
作
員
等

の
潜
入
・
脱
出
を
行
っ
た
り
、
拉
致
等
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
北
朝
鮮
工
作
船
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
情

勢
の
緊
迫
化
を
反
映
し
て
、
今
後
も
、
我
が
国
周
辺

海
域
に
お
い
て
違
法
活
動
を
敢
行
す
る
こ
と
が
十
分

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

不
審
船
対
策
に
関
し
て
は
、
現
在
、
政
府
に
お
い

て
、
過
去
の
不
審
船
事
案
を
踏
ま
え
、
海
上
保
安
庁

と
自
衛
隊
の
共
同
対
処
、
運
用
態
勢
・
装
備
の
充
実
、

必
要
な
法
的
措
置
等
各
般
の
対
策
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
警
察
と
し
て
も
、
北
朝
鮮
工
作
員
に

よ
る
不
法
入
出
国
事
案
等
の
防
止
及
び
発
見
検
挙
の

た
め
、
引
き
続
き
、
海
上
保
安
庁
等
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
沿
岸
警
備
の
徹
底
等
各
種
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三　
北
朝
鮮
に
よ
る
過
去
の
主
な
テ
ロ
事
件

（
一
）
北
朝
鮮
に
よ
る
我
が
国
に
対
す
る
テ
ロ
の
危
険
性

　

北
朝
鮮
は
、
朝
鮮
戦
争
以
降
、
南
北
軍
事
境
界
線

を
挟
ん
で
韓
国
と
軍
事
的
対
峙じ

関
係
に
あ
り
、
韓
国

に
対
す
る
工
作
活
動
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
ま
で
に
、

北
朝
鮮
工
作
員
等
に
よ
る
テ
ロ
事
件
を
世
界
各
地
で

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件
」
以
後
、
北
朝
鮮
の
関

与
が
明
ら
か
な
テ
ロ
事
件
の
発
生
は
み
ら
れ
な
い
も

の
の
、北
朝
鮮
は
、依
然
と
し
て
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー

プ
を
保
護
し
て
お
り
、
米
国
国
務
省
も
継
続
し
て
北

朝
鮮
を
「
テ
ロ
支
援
国
家
」
と
認
定
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
北
朝
鮮
に
よ
る
主
な
テ
ロ
事
件

　
ア　
韓
国
大
統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）
襲
撃
未
遂
事
件

　

昭
和
四
三
年
一
月
二
一
日
、
韓
国
軍
人
に
偽
装
し

て
同
国
に
潜
入
し
た
北
朝
鮮
の
武
装
ゲ
リ
ラ
三
一
人

（
朝
鮮
人
民
軍
偵
察
局
に
所
属
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。）
が
、
朴パ

ク
・
チ
ョ
ン
ヒ

正
煕
韓
国
大
統
領
ら
韓
国
要
人

の
暗
殺
を
企
図
し
て
、韓
国
大
統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）

か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
の
路
上
で
、
民
間
人
五
人
と
警

察
官
一
人
を
射
殺
し
ま
し
た
。

　

韓
国
当
局
に
よ
り
、
武
装
ゲ
リ
ラ
三
一
人
の
う
ち

三
〇
人
が
射
殺
さ
れ
、
一
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ　
朴
韓
国
大
統
領
狙そ

撃
事
件

　

昭
和
四
九
年
八
月
一
五
日
、
ソ
ウ
ル
市
内
に
あ
る

国
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
光
復
節
式
典
会
場
に
お
い

て
、在
日
韓
国
人
の
文

ム
ン
・
セ
グ
ァ
ン

世
光
が
、演
説
中
の
朴
正
煕
大

統
領
に
け
ん
銃
を
発
射
し
、
陪
席
し
て
い
た
陸

ユ
ク
・
ヨ
ン
ス英

修
同
大
統
領
夫
人
を
射
殺
し
ま
し
た
。

　

文
世
光
は
大
阪
府
出
身
で
、
大
阪
府
警
察
の
派
出

所
か
ら
け
ん
銃
を
窃
取
し
、
日
本
人
名
義
の
旅
券
を

不
正
に
入
手
し
て
渡
韓
し
犯
行
に
及
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
韓
国
当
局
は
、
事
件
に
は
、
北
朝
鮮
及
び
朝
鮮

総
聯れ

ん

の
関
与
が
あ
っ
た
と
発
表
し
た
ほ
か
、
文
世
光

韓国に連行された金賢姫
（「大韓航空機爆破事件」）（共同）



1617

自
身
も
韓
国
に
お
け
る
裁
判
で
こ
れ
を
認
め
て
い
ま

す
。

　
ウ　
ビ
ル
マ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
事
件

　

昭
和
五
八
年
一
〇
月
九
日
、
北
朝
鮮
貨
物
船
の
船

員
に
偽
装
し
て
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
潜
入

し
た
北
朝
鮮
の
武
装
ゲ
リ
ラ
三
人
（
朝
鮮
人
民
軍
偵

察
局
に
所
属
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。）
が
、

同
国
を
親
善
訪
問
中
で
あ
っ
た
全チ

ョ
ン
・
ド
ゥ
フ
ァ
ン

斗
煥
韓
国
大

統
領
を
始
め
と
す
る
韓
国
政
府
要
人
の
暗
殺
を
企
図

し
て
、
同
大
統
領
一
行
の
訪
問
地
で
あ
る
「
ア
ウ
ン

サ
ン
廟

び
ょ
う

」
に
お
い
て
爆
弾
テ
ロ
を
引
き
起
こ
し
、
韓

国
外
務
部
長
官
等
二
一
人
を
死
亡
さ
せ
、
四
七
人
を

負
傷
さ
せ
ま
し
た
。

　

ビ
ル
マ
当
局
に
よ
り
、
武
装
ゲ
リ
ラ
三
人
の
う
ち

一
人
が
射
殺
さ
れ
、
二
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ　
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

　

昭
和
六
二
年
一
一
月
二
九
日
、
日
本
人
名
義
の
偽

造
旅
券
を
所
持
し
た
北
朝
鮮
工
作
員
の
金キ

ム
・
ス
ン
イ
ル

勝
一
と

金キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ヒ

賢
姫
が
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
発
ア
ブ
ダ
ビ
、
バ
ン
コ

ク
経
由
ソ
ウ
ル
行
き
の
大
韓
航
空
機
八
五
八
便
に
時

限
爆
弾
を
仕
掛
け
、
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ
向

か
う
途
中
の
ビ
ル
マ
南
方
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
上
空
で

爆
破
さ
せ
、
乗
員
乗
客
一
一
五
人
全
員
を
死
亡
さ
せ

ま
し
た
。

　

バ
ー
レ
ー
ン
当
局
に
よ
り
、
二
人
は
身
柄
を
拘
束

さ
れ
ま
し
た
が
、
両
名
は
服
毒
自
殺
を
図
り
、
金
勝

２ 

様
々
な
形
態
で
展
開
さ
れ
る

　 

北
朝
鮮
の
対
日
有
害
活
動

一
は
死
亡
し
ま
し
た
。

　

金
賢
姫
の
供
述
等
か
ら
、
同
人
ら
は
、
朝
鮮
労
働

党
対
外
情
報
調
査
部
に
所
属
し
、北
朝
鮮
に
お
い
て
、

「
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
六
三
年
九
月
）
を
妨

害
す
る
た
め
大
韓
航
空
機
を
爆
破
せ
よ
」
と
の
指
令

を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

一　
北
朝
鮮
の
対
日
諸
工
作

（
一
）
北
朝
鮮
の
対
日
諸
工
作

　

北
朝
鮮
は
、
平
成
一
六
年
中
、「
朝
鮮
中
央
通
信
」

や
「
平
壌
放
送
」、
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新

聞
」
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、
我
が
国
単
独
で
経
済

制
裁
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
外
国
為
替
及
び
外

国
貿
易
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い

て
、「
報
復
に
は
報
復
で
、
強
硬
に
は
超
強
硬
で
」、

「
日
本
の
経
済
制
裁
を
宣
戦
布
告
と
見
な
し
、
断
固

た
る
自
衛
的
措
置
を
取
っ
て
い
く
」
な
ど
の
辛
辣ら

つ

な

表
現
で
強
い
反
発
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
定
船

舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に

つ
い
て
は
、「
我
が
共
和
国
を
孤
立
さ
せ
、
総
聯
を

抹
殺
し
、
朝
日
関
係
を
対
決
の
局
面
に
追
い
込
む
た

め
の
反
共
和
国
・
反
総
聯
法
だ
」、「
日
本
の
右
翼
保

守
勢
力
が
我
が
共
和
国
に
対
し
て
無
差
別
の
制
裁
を

加
え
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
悪
法
を
つ
い
に
採
択
す
る

と
い
う
犯
罪
を
犯
し
た
」
な
ど
と
し
て
非
難
し
、「
い

か
な
る
制
裁
行
為
も
、
わ
が
方
に
対
す
る
宣
戦
布
告

と
見
な
す
」
と
の
立
場
を
示
し
て
、
盛
ん
に
け
ん
制

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
泉
首
相
が
、国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入

り
を
目
指
す
決
意
を
表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
日
本
が
一
日
も
早
く
処
理
、解
決
す
べ
き
重
要
な
問

題
は
、
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
へ
の
進
出
で
は
な

く
、
過
去
の
清
算
に
よ
っ
て
国
際
的
信
頼
を
築
く
こ

と
で
あ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

「朝鮮総聯第20回全体大会」（５月、東京）（時事）
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（
二
）
朝
鮮
総
聯
を
介
し
た
対
日
諸
工
作

　

朝
鮮
総
聯
は
、「
金
正
日
国
防
委
員
長
生
誕
記
念
日

（
二
月
一
六
日
）」、「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
創

建
記
念
日
（
九
月
九
日
）」
等
の
節
目
を
と
ら
え
た

朝
鮮
総
聯
中
央
の
慶
祝
行
事
に
日
本
人
名
士
や
北
朝

鮮
の
主
張
に
同
調
す
る
日
本
人
を
招
待
し
た
り
、
時

宜
を
と
ら
え
て
、
地
方
本
部
の
朝
鮮
総
聯
幹
部
が
、

地
方
自
治
体
の
首
長
等
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
北

朝
鮮
及
び
朝
鮮
総
聯
に
対
す
る
理
解
を
求
め
、
日
朝

国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
や
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
教

育
助
成
金
の
増
額
等
を
要
請
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
一
六
年
中
は
、
小
泉
首
相
の
再
訪
朝
と
日

朝
首
脳
会
談
（
五
月
二
二
日
）
の
結
果
を
受
け
て
、

朝
鮮
総
聯
が
対
日
諸
工
作
を
活
発
化
さ
せ
る
動
き
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
泉
首
相
の
再
訪
朝
直
後
に
開
催
さ
れ
た
「
朝
鮮

総
聯
第
二
〇
回
全
体
大
会（
五
月
二
八
日
、二
九
日
）」

に
お
い
て
、
徐ソ

・
マ
ン
ス
ル

萬
述
議
長
は
、
大
会
報
告
で
、
日
朝

首
脳
会
談
に
際
し
て
小
泉
首
相
が
、「
今
ま
で
朝
鮮
と

の
関
係
で
よ
く
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て

遺
憾
の
意
を
示
し
、
朝
日
平
壌
宣
言
履
行
の
過
程
を

通
じ
て
敵
対
関
係
を
協
調
関
係
に
作
り
上
げ
、
両
国

間
の
関
係
を
正
常
化
し
て
い
く
意
思
を
明
ら
か
に
し

た
」、「
こ
れ
か
ら
日
本
は
反
朝
鮮
『
制
裁
法
』
発
動

を
中
止
し
、
在
日
朝
鮮
人
た
ち
を
差
別
し
な
い
と
確

言
し
た
」
な
ど
と
し
た
上
で
、「
こ
れ
は
、
朝
日
両

国
関
係
を
取
り
巻
く
環
境
の
転
換
を
意
味
す
る
」
と

高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
北
朝
鮮
は
、
我
が
国
に
対
し
て
、

朝
鮮
総
聯
を
介
し
た
間
接
的
な
諸
工
作
を
展
開
し
て

お
り
、
日
本
国
内
に
お
け
る
北
朝
鮮
に
有
利
な
世
論

の
醸
成
、
北
朝
鮮
の
主
張
に
同
調
す
る
日
本
人
の
結

集
（
組
織
化
）
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
朝
鮮
総
聯
に
関
連
し
て
、
大
阪
朝
鮮
総
聯

会
館
内
に
あ
る
「
大
阪
府
同
胞
生
活
相
談
所
」
の
所

長
ら
が
、
弁
護
士
資
格
が
な
い
の
に
交
通
事
故
の
示

談
交
渉
等
を
行
っ
た
と
し
て
、
大
阪
府
警
察
は
、
七

月
、
同
人
ら
を
弁
護
士
法
違
反
で
逮
捕
す
る
と
と
も

に
、
関
係
先
を
捜
索
し
ま
し
た
。

二　
万マ

ン
ギ
ョ
ン
ボ
ン

景
峰
九
二
号
の
入
港
を
め
ぐ
る
動
向
等

（
一
）
万
景
峰
九
二
号
を
め
ぐ
る
過
去
の
違
法
事
案

　

北
朝
鮮
と
日
本
を
結
ぶ
北
朝
鮮
船
籍
の
貨
客
船
万

景
峰
九
二
号
は
、
在
日
朝
鮮
人
が
訪
朝
す
る
際
の
足

と
し
て
利
用
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
、
不
正

送
金
や
不
正
輸
出
、
工
作
員
の
送
り
込
み
等
、
在
日

朝
鮮
人
社
会
と
北
朝
鮮
を
結
ぶ
裏
の
役
割
も
担
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
、
同
船
を
め
ぐ
っ
て
は
、
過
去
幾
つ
か
の
事

件
が
摘
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

●  

東
京
都
内
の
貿
易
商
社
が
、
北
朝
鮮
の
貿
易

会
社
に
対
し
、
輸
出
貿
易
管
理
令
で
輸
出
規
制

さ
れ
て
い
る
開
放
回
路
式
自
給
式
潜
水
用
具
の

部
分
品
（
ス
ク
ー
バ
用
高
圧
空
気
容
器
用
ダ
ブ

ル
バ
ル
ブ
二
、四
一
五
個
）
を
通
商
産
業
大
臣

（
当
時
）
の
輸
出
許
可
を
受
け
ず
に
、
八
年
三

月
二
九
日
こ
ろ
か
ら
一
〇
月
七
日
こ
ろ
ま
で
の

間
、
新
潟
西
港
か
ら
万
景
峰
九
二
号
に
船
積
み

し
、
北
朝
鮮
・
元

ウ
ォ
ン
サ
ン山
港
向
け
輸
出
し
た
と
し
て
、

社
長
ら
被
疑
者
二
人
を
外
国
為
替
及
び
外
国
貿

易
管
理
法
違
反
で
逮
捕
し
ま
し
た
。
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●  

公
正
証
書
原
本
不
実
記
載
・
同
行
使
並
び
に

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
違
反
（
不
法
在

留
罪
）事
件
で
検
挙
し
た
在
日
朝
鮮
人
は
、朝
鮮

労
働
党
統
一
戦
線
部
所
属
の
在
日
地
下
党
工
作

員
と
し
て
、
韓
国
軍
人
に
対
す
る
獲
得
工
作
等

の
対
南
工
作
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、

統
一
戦
線
部
か
ら
の
指
示
・
命
令
は
、
文
書
の

形
で
、
専
ら
万
景
峰
九
二
号
の
船
長
を
経
由
し

て
伝
達
さ
れ
、
同
人
等
が
訪
船
し
て
直
接
受
領

し
た
り
、
朝
鮮
総
聯
中
央
関
係
者
を
介
し
て
受

領
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
統
一
戦
線
部
指
導

担
当
幹
部
が
、
万
景
峰
九
二
号
の
乗
員
と
し
て

乗
船
し
て
き
た
場
合
に
は
、
同
船
内
で
直
接
指

導
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。

　

●　

東
京
都
内
の
機
械
メ
ー
カ
ー
が
、過
去
数
回
、

北
朝
鮮
に
対
し
て
粉
砕
装
置
及
び
周
辺
機
器
の

輸
出
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
六
年
三
月

に
行
わ
れ
た
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
（
超
微
粉
砕
機
）

の
輸
出
は
、
朝
鮮
総
聯
傘
下
団
体
で
あ
る
在
日

本
朝
鮮
人
科
学
技
術
協
会
を
仲
介
さ
せ
、
北
朝

鮮
国
内
の
塗
料
会
社
を
最
終
需
要
者
と
し
て
お

り
、
同
機
が
新
潟
西
港
に
搬
入
さ
れ
た
直
後
に

万
景
峰
九
二
号
が
入
港
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
船
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
本

件
の
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
並
び
に

関
税
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
時
効
が
成
立
）。

（
二
）
万
景
峰
九
二
号
入
出
港
時
の
動
向
等

　

万
景
峰
九
二
号
は
、
一
五
年
中
に
約
七
か
月
に

わ
た
っ
て
運
行
を
中
断
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
再

開
し
、
現
在
は
以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
一
六
年
中
は
、
計
一
六
回
、
新
潟
西
港
へ
入
港

し
、
一
五
年
中
の
運
行
回
数
一
〇
回
を
大
幅
に
上
回

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、入
港
に
反
対
し
、又
は
厳
し
い
対
応
を
求

め
る
声
は
依
然
と
し
て
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
入

出
港
に
際
し
て
は
、
海
上
保
安
庁
、
入
国
管
理
局
及
び

税
関
に
よ
る
合
同
サ
ー
チ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

不
正
送
金
や
不
正
輸
出
、
接
岸
中
に
お
け
る
不
審
な
訪

船
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
二
月
に
は
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
、
六
月
に
は
特
定
船

舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行

等
、
経
済
制
裁
を
実
現
す
る
た
め
の
法
案
の
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

三　
過
去
の
ス
パ
イ
事
件

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
後
約
五
〇
件
の
北
朝
鮮

関
係
の
諜

ち
ょ
う

報
事
件
が
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
六
年
一
〇
月
、大
阪
府
警
察
は
、大
阪
市
内
在
住

の
在
日
韓
国
人
を
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

違
反
及
び
外
国
人
登
録
法
違
反
で
検
挙
し
ま
し
た
。

同
人
は
、
我
が
国
か
ら
北
朝
鮮
へ
密
出
国
し
た
疑
い

が
あ
る
こ
と
や
、
自
宅
か
ら
乱
数
表
等
が
押
収
さ
れ

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
、
か
つ
て

北
朝
鮮
工
作
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
疑
い
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

警
察
は
、
こ
う
し
た
北
朝
鮮
に
よ
る
活
動
を
、
我

が
国
の
国
益
を
害
し
、
国
民
の
生
命
・
身
体
に
も
危

険
を
及
ぼ
す
治
安
上
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
、
特
に
、
外
国
治
安
情
報
機
関
と
の

緊
密
な
情
報
交
換
を
実
施
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
諜
報

活
動
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
、そ
の
分
析
を
進
め
、

そ
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
工
作
員
の
検
挙

に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

四　
対
日
諸
工
作
の
今
後
の
見
通
し

  

北
朝
鮮
は
、
今
後
と
も
、
時
宜
を
と
ら
え
た
対
日

非
難
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
過
去
の
清
算
」
を

最
優
先
さ
せ
た
国
交
正
常
化
へ
の
協
力
要
請
や
朝
鮮

総
聯
の
活
動
に
対
す
る
理
解
者
の
獲
得
等
を
企
図
し

て
、
直
接
又
は
朝
鮮
総
聯
を
介
し
た
諸
工
作
を
活
発

に
展
開
す
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
朝
鮮
総

聯
も
、
最
近
の
日
朝
関
係
を
「
両
国
関
係
を
め
ぐ
る

環
境
の
大
転
換
を
意
味
す
る
」
と
評
価
し
て
お
り
、

今
後
、
こ
れ
を
追
い
風
と
し
て
、
積
極
的
な
対
日
工

作
に
出
て
く
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。警
察
は
、

こ
う
し
た
諸
工
作
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
違
法
行
為
に

対
し
て
、
情
報
収
集
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

徹
底
し
た
取
締
り
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。




